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■
6
月
の
水
の
使
用
量
／
総
排
水
量
56
万
6
2
1
9
３

ｍ（
前
月
の
総
排
水
量
58
万
7
7
8
6
３

ｍ
）

質
屋
を
装
っ
た
ヤ
ミ
金
融
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

質
屋
を
装
っ
て
高
金
利
で
お
金
を
貸

す
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
に
よ
る
被
害
が

全
国
で
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

主
に
年
金
受
給
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
か
ら
高
額
の
返
済
金
が
自
動
引

落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
利
用
者
の
手
元

に
生
活
費
が
残
ら
ず
、
借
入
れ
を
繰
り

返
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

質
屋
を
装
っ
た
高
金
利
の
ヤ
ミ
金
融
は

利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
く
ら

し
安
全
課
内
）
内
線
1
9
2
・

（
44
）0
2
5
7

濁
り
水
発
生
の
お
詫
び

　

7
月
9
日（
火
）夕
方
の
落
雷
に
よ
る

停
電
の
た
め
、
一
時
的
に
給
水
が
停
止

し
た
影
響
に
よ
り
、
市
内
の
一
部
区
域

で
水
道
水
に
濁
り
が
発
生
し
、
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

水
道
水
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
水
道
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給

に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課　

（
48
）0
0

　

5
0
・

（
48
）0
1
2
0 

試
験
日　

11
月
17
日（
日
）

と
こ
ろ　

埼
玉
工
業
大
学（
深
谷
市
普

済
寺
1
6
9
0
）

受
験
料　

9
0
0
0
円

資
格　

つ
ぎ
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ

れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て

卒
業
し
た
人

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
排
水

設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
1
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
人

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
し
、
2
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
人

④
①
～
③
に
準
ず
る
人

問
合
せ　

下
水
道
課

（
47
）3
3
4
0
・

　

（
48
）0
1
2
0

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

と
き　

8
月
23
日（
金
）午
前
10
時
～
午

後
4
時

と
こ
ろ　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
‐
7
‐

5
）

内
容　

人
権
作
文
表
彰
・
発
表
、
人
権

講
演
会
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
子
ど

も
向
け
映
画
上
映
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

問
合
せ　

埼
玉
県
人
権
推
進
課

0
4
8（
8
3
0
）2
2
5
5

内
容　

相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
、
金

銭
貸
借
な
ど
の
問
題
、
会
社
設
立
、

農
地
転
用
、
開
発
許
可
、
交
通
事

故
示
談
、
外
国
人
に
関
す
る
手
続

き
、
申
請　

代
理
業
務
な
ど

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部

支
部

0
4
8（
7
3
7
）5
6
1
5

業
務
用
は
か
り
定
期
検
査

と
き　

9
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
3
時

と
こ
ろ　

市
役
所
駐
車
場

対
象　

ひ
ょ
う
量
2
5
0
㎏
以
下
の
機

械
式
は
か
り

持
ち
物　

は
か
り（
分
銅
・
お
も
り
を

含
む
）

※
検
査
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
宅
配
便
取
次
店
の
は
か
り
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
電
気
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
巡
回

検
査
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
観
光
課　

内
線
5
9
2
・

　

（
43
）1
1
2
3

　

埼
玉
県
計
量
検
定
所

0
4
8
（
6

　

5
2
）2
1
7
1

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
共
通
試
験

受
付
期
間　

8
月
19
日（
月
）
～
9
月

30
日（
月
）

※
受
験
案
内
は
8
月
19
日（
月
）か
ら
下

水
道
課（
第
2
浄
水
場
2
階
）
で
配

布
し
ま
す
。

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

応
募
期
限　

9
月
10
日（
火
）当
日
消
印

有
効

応
募
区
分　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般（
高
校
生
以
上
）の
部

テ
ー
マ　

交
通
安
全
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
話
し
合
っ
て

い
る
こ
と
、
身
近
な
体
験
談
な
ど

※
応
募
用
紙
は
、
各
小
・
中
学
校
を
通

し
て
配
布
の
ほ
か
、
く
ら
し
安
全

課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

く
ら
し
安
全
課

1
7
5
・

（
44
）0
2
5
7

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
会
議
室

休
日
開
放
の
ご
利
用
を

　

市
で
は
、
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内
の
施
設

を
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
に
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

5
・

（
43
）5
6
0
0

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き　

8
月
20
日（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
第
5

会
議
室

　

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
幸
手
の
偉
人

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
江
戸
幕
末
学
界
の
偉
人

　
　
　
　
　
　
　
　

国
学
者
の
橘
守
部

　　　

守
部
は
、
天
明
元
年（
1
7
8
1
年
）

伊
勢
国
小お

ぶ

け向
村（
三
重
県
朝
日
町
）に
生

ま
れ
、
17
歳
で
江
戸
へ
出
て
、
国
学

研
究
を
志
し
29
歳
で
、
内
国
府
間
村

（
現　

北
2
丁
目
）に
転
居
。
文
政
12
年

（
1
8
2
9
年
）に
江
戸
へ
戻
る
ま
で
の

20
年
間
を
幸
手
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

守
部
は
、
当
時
国
学
研
究
の
主
流
で

あ
っ
た
本も

と
お
り居

宣の
り
な
が長

の
学
説
に
対
抗
し
、

独
自
の
学
説
の
確
立
に
努
め
、「
天
保

の
国
学
四し

た
い
じ
ん

大
人
」
の
1
人
に
数
え
ら
れ

る
ほ
ど
古
典
研
究
の
著
作
を
残
し
て
い

ま
す
。

橘
たちばなもりべ

守部と

　　　雷
いかずちごんだゆう

権太夫 
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■
人
口
と
世
帯（
7
月
1
日
現
在
）
／
人
口
5
万
3
8
3
7（
7
5
9
）人
・
前
月
比
43
減

　
男
2
万
6
9
8
5（
3
5
2
）人
・
前
月
比
25
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

女
2
万
6
8
5
2（
4
0
7
）人
・
前
月
比
18
減

　
世
帯
数
2
万
1
9
0
5（
4
7
3
）世
帯
・
前
月
比
11
増

　
※（

　
）内
は
、
う
ち
外
国
人
住
民

　

守
部
の
住
居
跡（
幸
手
桜
高
等
学
校

内
）
に
は
、「
橘
守
部
翁お

う

遺い

せ

き蹟
碑ひ

」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
幸
手
中
学
校
・
西
中

学
校
・
幸
手
桜
高
等
学
校
の
校
章
に
は
、

「
た
ち
ば
な
」が
用
い
ら
れ
、
守
部
の
偉

業
を
称
え
て
い
ま
す
。

▼
相
撲
年
寄
の
七
代
目　

雷
権
太
夫

　

権
太
夫
は
、
下
吉
羽
村
に
生
ま
れ

た
力
士
で
す（
生
年
不
明
・
本
名
は

金
子
粂
蔵
）。
初
土
俵
は
寛
政
11
年

（
1
7
9
9
年
）で
文
化
8
年（
1
8
1
1

年
）
に
引
退
し
ま
し
た
。
天
保
9
年

（
1
8
3
8
年
）に
雷
権
太
夫
を
襲

し
ゅ
う
め
い

名
し
、

現
在
の
相
撲
協
会
理
事
長
に
相
当
す
る

相
撲
会か

い
し
ょ所

の「
筆

ふ
で
が
し
ら

頭
」
を
13
年
間
務
め
、

角
界
で
絶
大
な
勢
力
を
揮ふ

る

い
ま
し
た
。

　

弘
化
2
年（
1
8
4
5
年
）
権
太
夫

は
、
権
現
堂
村
の
若
宮
権
現
社
修
復
の

た
め
、
7
日
間
の
相
撲
興
行
を
同
村
地

内
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
数
、
東
西
大

関
ほ
か
力
士
4
0
0
人
余
・
行
司
30
人

と
い
う
異
例
の
も
の
で
し
た
。

　

今
月
末
に
は
、
二
人
の
偉
人
を
テ
ー

マ
と
し
た
市
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
上
段

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

社
会
教
育
課 

内
線
6
4
4
・

（
42
）5
8
0
3

第

11　

回

市

史

講

座

と
き　

①
8
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～

11
時
30
分　

②
31
日（
土
）
午
後
1

時
30
分
～
3
時（
全
2
回
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室

内
容　

江
戸
時
代
の
幸
手
の
人
物
史

　

①
相
撲
年
寄
・
雷
権
太
夫
と
幸
手
の

大
相
撲　

②
橘
守
部
の
生
涯
と
学
問

講
師　

①
土
屋　

喜
敬
氏（
財
団
法
人

日
本
相
撲
協
会
相
撲
博
物
館
）

　

②
鈴
木　

暎
一
氏（
茨
城
大
学
名
誉

教
授
）

定
員　

40
人（
申
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

8
月
5
日（
月
）午
前
9
時
か

ら
電
話
で
社
会
教
育
課
へ

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
4
・

　

（
42
）5
8
0
3

幸
せ
の
手
ア
ー
ト
教
室

　

ア
ー
ト
体
験
協
会
理
事
長　

小
林　

晃
一
氏
に
よ
る
、
自
然
の
素
材
を
利
用

し
た
ア
ー
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

ア
ー
ト
･
パ
ー
ク（
大
字
幸

手
3
6
3
7
）

定
員　

各
20
人（
申
込
み
順
）

※
両
教
室
と
も
に
、
汚
れ
て
も
良
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
分
自
身
と
向
き
合
う

と
き　

8
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
5
時

内
容　

自
分
と
の
対
話
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

参
加
費　

1
万
円（
材
料
代
、
昼
食
代

含
む
）

②
夏
休
み
親
子
造
形
教
室

と
き　

8
月
14
日（
水
）、
21
日（
水
）、

28
日（
水
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時

30
分

内
容　

自
然
の
素
材
を
利
用
し
た
作
品

制
作

対
象　

3
歳
～
小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

参
加
費　

1
回
1
0
0
0
円（
材
料
代
）

申
込
み　

電
話
で
N
P
O
法
人
ア
ー

ト
体
験
協
会　

小
林
さ
ん（

（
44
）

1
3
1
0
）へ

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
1
・

（
42
）5
8
0
3

ふ

る

さ

と

づ

く

り

市
民
体
育
大
会
種
目
別
大
会

種
目　

野
球
、
柔
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
18
種
目

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

お
よ
び
市
内
各
競
技
団
体
に
所
属

す
る
選
手（
チ
ー
ム
）

申
込
み　

所
定
の
参
加
申
込
書
を
直
接

社
会
教
育
課
ま
た
は
ア
ス
カ
ル
幸

手
窓
口
へ

※
各
種
大
会
一
覧
お
よ
び
参
加
申
込
書

は
、
各
公
共
施
設
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
6
・

　

（
42
）5
8
0
3

お

は

な

し

会

と
こ
ろ　

図
書
館

▼
ひ
と
つ
ぶ
お
は
な
し
会

と
き　

8
月
の
毎
週
土
曜
日

　

小
学
生　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

幼
児　
　

午
後
2
時
30
分
か
ら

※
8
月
17
日（
土
）は
お
休
み

内
容　

絵
本「
め
っ
き
ら
も
っ
き
ら
ど

お
ん
ど
ん
」、
手
作
り
紙
芝
居「
か
っ

ぱ
の
て
が
み
」な
ど

▼
お
は
な
し
の
森

と
き　

8
月
28
日（
水
）午
前
10
時
30
分

か
ら

内
容　

絵
本「
ひ
と
つ
ま
ひ
ま
わ
り
」、
大

型
絵
本「
で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
」な
ど

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

▼
ピ
ー
カ
ー
ブ
ー

と
き　

9
月
5
日（
木
）午
前
10
時
30
分

か
ら

内
容　

絵
本
、
手
遊
び
ほ
か

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

▼
な
で
し
こ

と
き　

9
月
19
日（
木
）午
前
10
時
30
分

か
ら

内
容　

絵
本
、
手
遊
び
、
ト
ー
ク
ほ
か

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

問
合
せ　

図
書
館

（
42
）0
1
6
9
・

（
44
）0
5
3
6

公民館講座

初歩から始めるミニテニス講座
と　き　9月 7日～ 10 月 12 日毎週土曜日
　　　　午後 1時～ 3時（全 6回）
ところ　南公民館体育室
対　象　市内在住・在勤・在学の中学生以上の人
定　員　20 人（申込み順）
講　師　柳　宗一氏
参加費　500 円
申込み　8月 19日（月）午前9時から直接中央公
　　　　民館窓口へ（電話申込み不可）
問合せ　中央公民館 (42)5156・ (42)5800

生
活
保
護
1
1
0
番

と
き　

9
月
8
日（
日
）正
午
～
午
後
4
時

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談

費
用　

無
料

専
用
電
話　

0
1
2
0（
0
5
2
）0
8
8

※
当
日
の
み
利
用
可
能

問
合
せ　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会

0
4
8（
4
8
5
）8
4
7
2


